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平成１３年度予算の内訳�

収益的収支�

支出�
11,356百万円�

�

新しく水道を申込まれたり、�
口径を大きくしたりしたと
きにメーターの口径に応
じていただくお金です。�

水道のご使用者の皆様
から支払っていただくお
金です。�

その他 261

水道の施設をつくる
ために借りたお金（企
業債）の利息です。�

水道の施設には寿命があり、年々
その価値が減少していくので、施
設の寿命の年数に応じて１年ずつ
その価値が減少する分を費用化
したものです。�

水をつくり各家庭に送るた
めの経費や水道メーターの
検針、料金を収納するため
の費用です。�

阪神水道企業団や県
営水道から水道水を�
買うための費用です。�

水道料金�
10,266�
�

水道料金�
10,266�
�

分担金
 912

分担金
 912収入�

11,731百万円�
�

その他 553

黒字 375

維持管理経費�
４,833
維持管理経費�
４,833

水購入費�
3,052
水購入費�
3,052

原価償却費�
等2,017
減価償却費�
等2,017

企業債償還�
利息1,193
企業債償還�
利息1,193

資本的収支�
老朽化した水道施設を整備したり新たに水道施設をつくる
ための事業費を中心とした収益的収支以外の収支です。（単
位百万円）�

水道管を布設する費用のうち負
担金としていただくお金です。�

水道の施設をつくるた
めに借りるお金です。�

経費のうちお金の支出を
伴わない減価償却費など
です。�

その他　78

当年度消費税資本�
的収支調整額 81

収入�
2,135�
百万円�

不足額�
2,411百万円�

企業債�
　1,136
企業債�
　1,136

工事�
　負担金�
　　   921

工事�
　負担金�
　　   921

損益勘定�
　留保資金�
　　　2,330

損益勘定�
　留保資金�
　　　2,330

その他　199

水道の施設をつくるために借
りたお金の元金を返済します。�

水道の施設を新しく
するための費用です。�

水道管を布設する
ための費用です。�

支出�
4,546百万円�

�

建設�
改良  �
に要    �
する      �

経費          �
3,015       　       

企業債�
償還金�
　1,332

企業債�
償還金�
　1,332

配水管�
の設備�
1,321

配水管�
の設備�
1,321

浄水・配水�
施設の整備�
1,188

浄水・配水�
施設の整備�
1,188

その他�
506
その他�
506

水道料金を主な収入とし、水道水をつくったり各家庭に送
る施設を維持管理するために必要な経費を中心とした営業
活動の収支です。（単位百万円）�

厳
し
い
経
営
環
境

平
成
１３
年
度
か
ら
新
し
く
ス

タ
ー
ト
し
た
新
財
政
計
画
は
、

長
引
く
不
況
に
よ
る
厳
し
い
社

会
・
経
済
情
勢
の
中
、
少
し
で

も
長
く
現
行
料
金
を
維
持
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
策
定
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、経
営
改
善
、

企
業
努
力
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
限
り

の
経
費
の
節
減
と
新
た
な
財
源

の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
１３
年
度
予
算
は
、
こ
の

新
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
編
成

し
ま
し
た
。

収
入
面
に
お
い
て
は
、
震
災

の
影
響
や
、
景
気
の
長
期
低
迷

に
よ
る
水
需
要
の
伸
び
悩
み
、

節
水
器
具
の
普
及
な
ど
に
よ
り

１
人
当
た
り
の
使
用
水
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
給
水
収
益
の

伸
び
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
面
で
は
、
阪
神

水
道
企
業
団
か
ら
の
水
購
入
費

が
、
こ
の
４
月
か
ら
１２
・
１
％

値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
、
県
営
水

道
か
ら
の
購
入
水
量
の
増
量
に

伴
う
水
購
入
費
の
増
加
や
震
災

復
旧
復
興
事
業
関
連
の
企
業
債

の
元
利
償
還
が
本
格
化
す
る
な

ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

事
務
経
費
を

さ
ら
に
削
減

こ
の
た
め
、
料
金
徴
収
業
務

の
一
部
民
間
委
託
や
コ
ン
ビ
ニ

に
支
払
う
手
数
料
の
減
額
な
ど

事
務
経
費
の
さ
ら
な
る
削
減
に

努
め
ま
す
。

収
入
の
増
加
策
と
し
て
は
、

水
道
用
地
の
一
部
を
駐
車
場
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
土
地
の
有

効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
１３
年
度
予
算
の
内
容

は
、
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

予
算
（
収
益
的
収
支
）
は
、
水

道
料
金
な
ど
の
収
入
を
１
１
７

億
３
１
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
経
費

は
、
１
１
３
億
５
６
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
経
費
の

主
な
も
の
は
、
維
持
管
理
費
、

阪
神
水
道
企
業
団
な
ど
か
ら
の

水
購
入
費
、
施
設
の
減
価
償
却

費
及
び
企
業
債
（
借
入
金
）
利

息
の
償
還
金
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

収
入
と
支
出
の
差
額
で
あ
る

３
億
７
５
０
０
万
円
余
り
の
黒

字
は
剰
余
金
と
し
て
、
将
来
の

支
出
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め

に
繰
り
越
し
ま
す
。

安
定
給
水
に
向
け

施
設
整
備

次
に
水
道
施
設
を
つ
く
る
た

め
の
予
算（
資
本
的
収
支
）は
、

経
費
と
し
て
４５
億
４
６
０
０
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
も
の
は
、
浄
・
配

水
施
設
の
整
備
事
業
と
し
て
、

目
神
山
配
水
槽
に
緊
急
遮
断
弁

を
、
春
風
小
学
校
に
緊
急
貯
水

槽
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
丸
山

ダ
ム
放
流
設
備
改
良
工
事
な
ど

を
施
工
し
ま
す
。

ま
た
、
配
水
管
の
整
備
事
業

と
し
て
、
道
路
建
設
等
に
伴
う

配
水
管
の
布
設
工
事
な
ど
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
の
財
源
と
し

て
、企
業
債（
借
入
金
）や
工
事

負
担
金
な
ど
を
充
て
ま
す
が
、

不
足
分
２４
億
１
１
０
０
万
円
に

つ
い
て
は
、
減
価
償
却
費
な
ど

の
留
保
し
て
き
た
自
己
資
金
で

補
て
ん
す
る
予
定
で
す
。

水
道
局
は
、
今
後
と
も
効
率

的
な
事
業
運
営
に
努
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
安
全
な
水
を

安
定
的
に
お
届
け
し
て
ま
い
り

ま
す
。

西
宮
市
の
主
要
な
自
己
水
源

で
あ
る
武
庫
川
、
淀
川
及
び
丸

山
貯
水
池
の
原
水
水
質
の
う
ち
、

汚
れ
の
目
安
と
な
る
ア
ン
モ
ニ

ア
性
窒
素
、
有
機
物
量
を
示
す

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費

量
、
大
腸
菌
群
及
び
陰
イ
オ
ン

界
面
活
性
剤
に
つ
い
て
、
過
去

５
カ
年
（
平
成
７
〜
１１
年
度
）

の
平
均
値
と
比
較
し
ま
し
た
。

平
成
１２
年
度
は
河
川
で
大
腸

菌
群
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

有
機
物
量
や
中
性
洗
剤
の
主
成

分
で
あ
る
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性

剤
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
安
全
な
水
道
水
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
が
、
河
川
や
湖
沼
の

水
質
が
汚
染
さ
れ
ま
す
と
浄
水

処
理
に
か
か
る
費
用
が
増
大
し

ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
お
い
し

い
水
は
原
水
が
き
れ
い
な
こ
と

が
条
件
で
す
。
河
川
や
湖
沼
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。
問
合
わ
せ
は
水
質

試
験
所
�
０
７
９
８
・
５
１
・

６
２
６
２
へ
。

平
成
１３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
案
が
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
１
５
９
億
２
０
０
万
円
で
す
。

ま
た
、
計
画
期
間
を
平
成
１３
年
度
か
ら
平
成
１５
年
度
ま
で
と
す
る
新
財
政
計
画
に
つ
い
て
も
同
議
会
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
業
・
施
策
と
そ
の
予
算
額
を
紹
介
し
ま
す
。
問
合
わ
せ
は
、
水
道
局
経
営
管
理
課
�
０
７
９
８
・
３
２
・
２

２
０
４
へ
。

ア.

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素

イ.

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
消
費
量

ウ.

大
腸
菌
群

エ.

陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤

（０７９８）３２－２２１０

（０７９８）４７－４０８１

（０７９７）６１－１７０３

（０７９８）３２－２２２２

（０７８）９０４－２４８１

業 務 課

鳴尾出張所

北部出張所

維 持 課

北部水道事務所

淀川（甲東ポンプ場分水槽）平均値

平成１２年度

０．０７�／�

５．０�／�

１９，０００コ／１００�

＜０．０２�／�

平成７～１１年度

０．０６�／�

６．１�／�

５，７００コ／１００�

０．０５�／�

ア

イ

ウ

エ

丸山貯水池（丸山浄水場着水井）平均値

平成１２年度

０．０３�／�

４．７�／�

４０コ／１００�

＜０．０２�／�

平成７～１１年度

０．０３�／�

５．６�／�

２４０コ／１００�

０．０４�／�

ア

イ

ウ

エ

武庫川（百間樋取水口）平均値

平成１２年度

０．０４�／�

８．６�／�

３３，０００コ／１００�

＜０．０２�／�

平成７～１１年度

０．０７�／�

８．９�／�

１２，０００コ／１００�

０．０６�／�

ア

イ

ウ

エ
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平成１３年
（２００１年）

よ
り
一
層
の

平
成
１３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
概
要

水
源
水
質
の
保
全

に
ご
協
力
を

平
成
１２
年
度
の
検
査
結
果

� 水 道 の ご 用 は


